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梅を食べよう

梅に含まれているクエン酸効果で、体内での
栄養の消化や吸収を助け、新陳代謝を活発
にします！
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・卵黄1個、マスタード小さじ1、梅酢（紀の川

梅干しの梅酢）20ｇをボールに入れて混ぜ

合わせる

・油180㏄を少量ずつ加えながら、よく混ぜ

合わせる

・梅肉（めっけもん広場で販売中の紀の川梅
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７
次
中
期
３
カ
年
経
営
計
画
の
初
年
度

と
し
て
、次
の
事
項
に
取
り
組
み
ま
す
。

農
業
面
で
は
、地
域
農
業
振
興
計
画
の

実
現
に
向
け
平
成
30
年
台
風
災
害
の
復

旧
・
復
興
を
基
本
に
農
地
流
動
化
の
さ

ら
な
る
促
進
と
、Ｊ
Ａ
の
農
業
経
営
に
よ

る
担
い
手
の
育
成
や
産
地
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
開
始
す
る
と
と
も
に
農
業

所
得
向
上
の
た
め
、輸
出
を
含
め
た
販
売

チ
ャ
ネ
ル
の
拡
大
と
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー

ケ
ッ
ト
・
旬
た
よ
り
等
、直
接
販
売
の
強

化
に
取
り
組
み
ま
す
。

Ｊ
Ａ
運
営
面
に
お
い
て
は
、今
年
度
か

ら
の
会
計
監
査
人
監
査
へ
の
対
応
と
さ

ら
な
る「
自
己
改
革
」の
実
践
を
徹
底
す

る
と
と
も
に
、実
践
状
況
や
成
果
に
つ
い

て「
見
え
る
化
」に
よ
り
組
合
員
に
伝
え

る
取
り
組
み
と
対
話
を
強
化
し
ま
す
。

併
せ
て
、支
所
特
性
や
組
合
員
・
利
用
者

目
線
で
の
事
業
の
取
り
組
み
も
強
化
し

ま
す
。

ま
た
Ｊ
Ａ
経
営
面
に
つ
い
て
は
、低
金

利
環
境
の
長
期
化
等
に
よ
る
更
な
る
利

ざ
や
等
の
縮
小
な
ど
に
よ
り
、経
営
収

支
の
悪
化
が
見
込
ま
れ
る
な
か
、Ｊ
Ａ
が

将
来
に
わ
た
り
農
業
・
地
域
を
支
え
る

組
織
と
し
て
役
割
を
発
揮
し
て
い
く
た

め
に
、総
合
力
を
活
か
し
た
事
業
伸
長

対
策
の
強
化
と
と
も
に
、購
買
事
業
拠

点
セ
ン
タ
ー
構
想
の
実
現
に
よ
る
生
産

コ
ス
ト
低
減
と
機
能
強
化
に
加
え
効
率

化
・
合
理
化
に
よ
り
健
全
な
Ｊ
Ａ
経
営
の

確
立
に
取
り
組
み
ま
す
。

Ⅰ
基
本
方
針

我
が
国
経
済
は
、大
企
業
が
牽
引
す

る
形
で
景
気
は
堅
調
に
推
移
し
て
い
る

が
、米
中
貿
易
戦
争
や
世
界
経
済
の
減
速

の
影
響
に
よ
り
同
時
減
速
す
る
可
能
性

が
高
ま
る
と
と
も
に
、労
働
力
人
口
の
減

少
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
政
面
で
は
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
11（
環
太
平
洋

経
済
連
携
協
定
）や
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ（
経
済

連
携
協
定
）発
効
ま
た
日
米
Ｔ
Ａ
Ｇ（
物

品
貿
易
協
定
）交
渉
入
り
等
、国
際
化
の

進
展
に
注
視
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
政
府
の「
農
協
改
革
集
中
推
進

期
間
」の
期
限（
令
和
元
年
５
月
）と
信

用
事
業
の
代
理
店
化
・
准
組
合
員
事
業

利
用
規
制
等
農
協
改
革
の
議
論
の
節
目

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、自
己
改
革
の
成

果
と
今
後
の
さ
ら
な
る
取
り
組
み
が
問

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
内
環
境
は
、人
口
減
少
・
超
高
齢
化

社
会
を
迎
え
る
な
か
、Ｊ
Ａ
に
お
い
て
も

農
業
従
事
者
の
減
少
と
高
齢
化
、そ
れ

に
伴
う
耕
作
放
棄
地
の
増
加
等
今
後
さ

ら
に
進
行
す
る
こ
と
が
見
通
さ
れ
る
な

か
、農
業
生
産
の
維
持
・
拡
大
に
向
け
て

の
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
令
和
元
年

度
は
、昨
年
開
催
の
和
歌
山
県
Ｊ
Ａ
大
会

決
議
の「
魅
力
あ
る
力
強
い
農
業
」と「
豊

か
な
地
域
」の
実
現
を
目
指
し
て
の
実
践

初
年
度
と
し
て
、ま
た
Ｊ
Ａ
紀
の
里
の
10

年
後
の
目
指
す
姿
の
実
現
に
向
け
た
第

令和元年度 事業計画（案）

重 点 項 目
１. 地域農業の振興による農業者の所得増大、農業生産の拡大
２. 地域活性化への取り組みによるJAの存在意義、知名度の向上
３. 農業を核とした事業展開による組織結集力の向上と経営安定化
４. 会計監査人監査移行に伴う態勢強化と経営収支の維持・確保対策
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2
重
点
項
目

⑴
地
域
に
根
ざ
し
た
協
同
活
動
の
展
開

⑵
女
性
組
織
を
は
じ
め
と
し
た
組
織
活

動
の
拡
充
・
活
性
化
支
援
の
実
施

【
介
護
事
業
】

1
事
業
方
針

組
合
員
や
地
域
住
民
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
た
め
に
、
助
け
合
い
活
動
と

し
て
の
高
齢
者
福
祉
活
動
の
展
開
と

介
護
相
談
機
能
の
充
実
に
取
り
組
み

ま
す
。

2
重
点
項
目

⑴
地
域
の
高
齢
者
支
援
の
た
め
の
介
護

保
険
事
業
を
展
開

⑵
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
と

高
齢
者
生
活
支
援
の
展
開

３ 

販 

売 

部 

門

1
事
業
方
針

農
業
所
得
の
増
大
を
目
指
し
、
変
化

す
る
消
費
動
向
・
流
通
構
造
に
対
応
す

る
た
め
、
大
型
周
年
供
給
産
地
の
強
み

を
活
か
し
た
有
利
販
売
、
輸
出
・
契
約

的
取
引
の
拡
大
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
に

基
づ
い
た
商
品
開
発
等
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
機
能
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
核
と
し
た
直
販
・
買
取
り
販
売
体

制
の
強
化
に
よ
り
多
様
な
販
売
方
式

を
確
立
す
る
と
と
も
に
付
加
価
値
化

に
よ
る
紀
の
里
農
業
の
魅
力
発
信
と

農
産
物
の
消
費
拡
大
を
図
り
ま
す
。

2
重
点
項
目

⑴
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
に
基
づ
い
た
販
売

戦
略
の
構
築

⑵
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
核
と

し
た
新
た
な
展
開

⑶
営
農
部
と
の
連
携
に
よ
る
生
産
者
組

織
の
活
性
化
と
共
販
拡
大

⑷
農
産
物
選
果
・
流
通
コ
ス
ト
の
低
減

と
販
売
事
業
を
担
う
人
材
育
成

４ 

購 

買 

部 

門

1
事
業
方
針

生
産
資
材
で
は
、
農
業
所
得
増
大
お

よ
び
農
業
生
産
拡
大
を
目
指
し
、
価
格

の
引
き
下
げ
や
低
コ
ス
ト
資
材
の
取
扱

拡
大
お
よ
び
労
力
軽
減
資
材
の
普
及
に

取
り
組
み
ま
す
。

生
活
資
材
で
は
、
暮
ら
し
と
健
康
の

2
重
点
項
目

⑴
優
良
農
地
の
保
全
と
農
業
担
い
手
対

策
の
強
化

⑵
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
を
基
本
と
す
る
農
業

生
産
の
拡
大
と
農
業
者
所
得
の
増
大

⑶
農
業
経
営
支
援
活
動
の
強
化

⑷
農
業
振
興
と
地
域
活
性
化
を
図
る
体

験
交
流
事
業
の
拡
充

２ 

生 

活 

部 

門

【
生
活
事
業
】

1
事
業
方
針

く
ら
し
の
活
動
の
展
開
に
よ
り
、
食

と
農
の
大
切
さ
を
地
域
住
民
に
伝
え
る

と
と
も
に
、
総
合
企
画
部
と
の
連
携
に

よ
る
Ｊ
Ａ
活
動
の
情
報
発
信
と
理
解
促

進
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
組
織
活
動
の

支
援
と
支
所
協
同
活
動
へ
の
参
画
を
行

い
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
ま
す
。

Ⅱ
事
業
方
針
お
よ
び

事
業
実
施
計
画

１ 
営 
農 

部 

門

1
事
業
方
針

常
態
化
す
る
気
象
変
動
や
気
象
異
変

に
起
因
す
る
農
業
生
産
活
動
へ
の
影
響

を
緩
和
し
、
力
強
い
生
産
基
盤
を
再
構

築
す
る
た
め
、「
ね
ば
る
運
動
」
を
強
力

に
展
開
し
ま
す
。
ま
た
、
生
産
販
売
組

織
と
一
体
と
な
っ
た
第
７
次
農
業
振
興

計
画
の
着
実
な
実
践
を
通
じ
、
地
域
農

業
の
振
興
と
農
業
所
得
の
向
上
を
実
現

し
ま
す
。

新
た
に
、
地
域
農
業
の
補
完
機
能
と

し
て
J
A
に
よ
る
農
業
経
営
を
開
始
し
、

農
作
業
の
受
託
や
生
産
量
の
安
定
確
保
、

農
業
体
験
の
受
入
等
に
着
手
し
農
業
振

興
を
図
り
ま
す
。
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組
み
ま
す
。
さ
ら
に
利
用
者
満
足
度
向

上
を
目
指
し
た
効
率
的
な
事
務
改
善
と

内
部
牽
制
機
能
の
強
化
に
よ
り
、
安
定

的
な
経
営
基
盤
を
確
立
し
ま
す
。

2
重
点
項
目

⑴
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
総
合
保
障
の
提
供

⑵
次
世
代
・
組
織
と
の
つ
な
が
り
強
化

⑶
農
と
地
域
を
支
え
る
経
営
基
盤
の
確
立

Ⅲ
運
営
方
針

１ 

総
合
企
画
部
門

1
基
本
方
針

Ｊ
Ａ
の
総
合
力
を
活
か
し
た
事
業

伸
長
対
策
の
強
化
と
と
も
に
、
購
買
事

業
拠
点
セ
ン
タ
ー
構
想
の
実
現
に
よ

る
生
産
コ
ス
ト
低
減
と
機
能
強
化
に

加
え
効
率
化
・
合
理
化
に
よ
り
健
全
な

Ｊ
Ａ
経
営
の
確
立
に
取
り
組
み
ま
す
。 

さ
ら
に
、
支
所
を
拠
点
と
し
た
活
動
や

事
業
を
通
じ
、
Ｊ
Ａ
の
社
会
的
存
在
意

義
を
発
揮
し
て
い
き
ま
す
。

2
重
点
項
目

⑴
施
設
機
能
の
見
直
し
と
事
業
体
制
の

仕
組
み
づ
く
り

⑵
組
合
員
活
動
の
活
性
化
と
地
域
貢
献

活
動

⑶
情
報
発
信
、
広
報
機
能
の
強
化

⑷
経
営
管
理
機
能
と
内
部
管
理
体
制
の

強
化

⑸
活
力
あ
る
職
場
づ
く
り
と
人
材
育
成

サ
ポ
ー
ト
事
業
の
展
開
と
地
場
産
米
・

県
内
産
果
汁
の
普
及
拡
大
に
取
り
組
み

ま
す
。

2
重
点
項
目

⑴
農
業
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
と
労
力
軽
減

⑵
渉
外
体
制
と
購
買
窓
口
対
応

⑶
農
機
・
S
S
の
利
便
性
向
上
と
収

支
改
善

⑷
環
境
に
即
し
た
生
活
資
材
の
提
供

⑸
購
買
店
舗
の
見
直
し

５ 

金 

融 

部 

門

1
事
業
方
針

農
業
・
地
域
か
ら
一
層
必
要
と
さ
れ

る
金
融
機
関
を
目
指
す
た
め
、
総
合
事

業
を
活
か
し
た
地
域
総
合
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
展
開
と
引
き
続
き
組
合
員
・
利
用

者
と
の
接
点
強
化
に
よ
る
満
足
度
向
上

運
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
I
T
等
の
積
極
的
な
活
用

に
よ
る
事
務
等
の
効
率
化
と
事
業
体

制
・
内
部
管
理
態
勢
の
再
構
築
に
よ
り

将
来
へ
繋
ぐ
経
営
基
盤
の
確
立
に
取
り

組
み
ま
す
。

2
重
点
項
目

⑴
農
業
関
連
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
強
化

⑵
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
サ
ポ
ー
ト
の
実
践

⑶
健
全
性
・
収
益
の
確
保

６ 

共 

済 

部 

門

1
事
業
方
針

地
域
住
民
が
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い

地
域
社
会
を
実
現
で
き
る
よ
う
、
組
合

員
・
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
総
合
保

障
の
提
供
を
行
い
ま
す
。
ま
た
地
域
特

性
を
生
か
し
た
地
域
貢
献
活
動
に
取
り

（
令
和
元
年
度
事
業
計
画（
案
）よ
り
一
部
抜
粋
）

J
A
の
事
業
計
画（
案
）は
６
月
22
日

に
開
催
す
る「
通
常
総
代
会
」で
審
議
さ

れ
決
定
と
な
り
ま
す
。

そ
の
前
に
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
読
ん

で
い
た
だ
き
、
意
見
や
要
望
が
あ
れ
ば

地
区
の
総
代
さ
ん
に
お
伝
え
下
さ
い
。

２ 

監 

査 

部 

門

1
基
本
方
針

Ｊ
Ａ
の
健
全
経
営
・
信
頼
性
の
維
持

向
上
と
不
祥
事
未
然
防
止
の
た
め
に
、

内
部
監
査
機
能
の
強
化
と
内
部
統
制
の

定
着
及
び
監
査
品
質
の
向
上
を
図
り
、

監
事
監
査
・
中
央
会
監
査
と
連
携
し
効

率
的
か
つ
有
効
的
な
内
部
監
査
を
実
施

し
ま
す
。

2
重
点
項
目

⑴
内
部
監
査
機
能
の
強
化

⑵
内
部
統
制
の
定
着

⑶
監
事
監
査
・
中
央
会
監
査
等
と
の
連
携
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支所だより
News from branch offices

紀
の
里
の
各
地
域
で
は
、季
節
ご
と
に
地
域
性
を
活
か

し
た
、当
地
な
ら
で
は
の
催
し
物
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

今
月
も
、各
地
か
ら
の
話
題
を
お
伝
え
し
ま
す
。

4月22日、安楽川保育園の園内農園にて年長組の
みなさん46名と桃山支所青壮年部で野菜苗の植付
けを行いました。この日は晴天に恵まれ、子供たちは
嬉しそうにナス・ピーマン・キュウリ・ミニトマトの苗を
植えていました。
農業に興味を持ってもらう活動の一環で、青壮年部
の方々からの話に子供たちは熱心に耳を傾けていま
した。農業を通じたこの活動が子供たちの思い出に残
り、関心を持ってもらえればと感じました。

学童農園を通じて
子供たちと交流

桃 山
支 所

４月１７日、打田支所では籾種の引き渡しが行われ
ました。
籾種は、380名の方から注文があり、きぬむすめ
2,970kgキヌヒカリ1,118㎏ヒノヒカリ1,522㎏
など多くの注文をいただきました。
籾種は毎年注文を受け付け致します。
栽培を希望される方は、打田支所営農購買課まで
お気軽にご連絡ください。

農繁期の一助に打 田
支 所

農産物直売所「めっけもん広場」ではＧＷ
のイベントを開催し、４月 27 日から５月６
日まで 10日間で約２万人が来店しました。
５月４日の「うすいえんどうの日」にちな
んで実施した『うすいえんどう詰め放題』は
大人気で、ＯＩＮＡＣＩＴＹ・根来さくらの里・
ふれあい市場でも行われ、それぞれ直売店ら
しいイベントを開催しました。
桃のスムージー、地場産米粉の特製かしわ

餅の販売や、お餅とお菓子まき、獅子舞など
とても好評でした。

ＧＷイベント 大繁盛！
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すくすく育ってね那 賀
支 所

４月２２日、に貴志川支所倉庫前で、営農指導員によ
る太陽シートの説明会を行いました。
太陽シートを用いての水稲省力育苗は、去年から貴
志川で新しく行われる取り組みであり、水稲の作業を
手助けしてくれる商品とあって、出席していただいた
組合員さんからも意見や質問が飛び交いました。
農作業が忙しくなる中で、少しでも手助けになれる

ような商品や情報を今後も農協から発信していき、次
年度に太陽シートの使用をお考えの方はＪＡにご連絡
下さい。

太陽シート説明会貴志川
支 所

4月19日、11：00から岩出支所購買課前で、毎年
行っている太陽シート説明会が開催されました。今年
も約20人の方が参加され、熱心に説明を聞いていた
だくことができました。太陽シートは苗箱を積み込む
ことなく始めから地面に並べ、その上に太陽シートを
ベタ掛け被覆して、保湿・防乾し出芽させる省力的な
育苗法です。
来年も行う予定ですので、興味のある方は是非参加

してください。

太陽シート説明会岩 出
支 所

粉河支所では、6月上旬から中旬にかけての水稲育
苗の引取に向けて、苗の委託作業をおこなっています。
水稲育苗は、消毒から温度管理に加え水管理など

にも手間がかかるため、生産者に代わってＪＡが行っ
ています。一昨年から紀の里管内の委託作業が一本
化され、苗箱は1万3000枚となりました。少しでも
組合員の労力軽減にお役に立てればとの思いで作業
を行っています。
高齢化が進む中、引取にこられた組合員からは、「苗

を作ってくれるのは本当にありがたいことだ」と喜ん
でいただいています。

粉 河
支 所

今年も田植えの時期が
やってきました

5月14日、名手保育園にて、年中３４名、年小３４名
の園児たちと先生、那賀支所職員で、ナス、ピーマン、
ミニトマト、キュウリの苗を植えました。
大多数の園児たちは、初めての経験だったと思いま

すが、みんな小さなスコップを片手に夢中で苗植えの
作業をしてくれていました。
苗を植えてからは、これからみんなで当番を決めて
水やりをして苗がすくすく育って収穫出来るようにと、
園児たちの意気込みはバッチリです。
普段なかなか出来ない体験に園児たちは大盛り上

がりで笑顔がいっぱいでした。おいしい野菜が育ちま
すように。収穫体験が今から楽しみです。
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2019.06

水
　
稲

田
植
え
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

依
然
朝
晩
の
気
温
が
低
い
時
期
で
す
の
で
、

田
植
え
後
や
や
深
め
の
管
理
と
し
ま
す
が
、

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
発
生
圃
場
で
は
浅
め
に
し

ま
す
。
除
草
剤
散
布
時
の
浅
水
に
よ
る
薬
害
、

効
果
不
足
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
土
壌
改
良
剤
（
10
ａ
当
た
り
）

米
土
つ
く
り
……
…
…
…
…
…
…
…
…
100
㎏

●
元
肥

・
普
通
栽
培

塩
加
燐
安
284
……
…
…
…
…
…
…
…
…
40
㎏

・
省
力
栽
培

早
生
品
種
（
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
、

ミ
ネ
ア
サ
ヒ
、
イ
ク
ヒ
カ
リ
な
ど
）

ら
く
だ
君
200
早
生
用
……
…
…
…
…
…
45
㎏

又
は

エ
ム
コ
ー
ト
489
早
生
用
……
…
…
…
…
45
㎏

晩
生
品
種
（
ヤ
マ
ヒ
カ
リ
・
日
本
晴
・
き
ぬ

む
す
め
・
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
・
に
こ
ま
る
な
ど
）

ら
く
だ
君
200
中
晩
生
用
……
…
…
…
…
45
㎏

又
は

エ
ム
コ
ー
ト
489
中
晩
生
用
……
…
…
…
45
㎏

※
省
力
栽
培
（
一
発
肥
）
は
早
く
て
も
田
植

え
７
日
前
以
降
（
～
田
植
え
時
）
に
施
用

し
て
く
だ
さ
い
。

元
肥
は
前
作
で
肥
料
が
残
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
場
合
は
減
量
し
て
施
肥
し
て
く
だ

さ
い
。

●
防
除

い
も
ち
病
・
ウ
ン
カ
類
・
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ

ム
シ
の
防
除
（
箱
処
理
剤
）
と
し
て
、
移
植

３
日
前
～
移
植
当
日
に
ビ
ル
ダ
ー
フ
ェ
ル
テ

ラ
チ
ェ
ス
粒
剤
（
50
ｇ
／
１
箱
）
の
散
布
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

紋
枯
病
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
園
地
で
は
、

ビ
ル
ダ
ー
フ
ェ
ル
テ
ラ
チ
ェ
ス
粒
剤
に
変
え

て
ビ
ル
ダ
ー
フ
ェ
ル
テ
ラ
チ
ェ
ス
Ｇ
Ｔ
粒
剤

を
同
じ
要
領
で
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

散
布
後
、
軽
く
払
っ
て
十
分
に
水
や
り
し
、

薬
剤
を
培
土
の
上
に
落
ち
着
か
せ
ま
し
ょ
う
。

田
植
え
後
、
７
月
上
旬
～
下
旬
に
紋
枯
病

の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
園
地
で
は
、
バ
リ

ダ
シ
ン
液
剤
５ 

1000
倍
（
収
穫
14
日
前
／
５

回
）
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

い
も
ち
病
発
生
園
で
は
、
ト
ラ
イ
フ
ロ
ア

ブ
ル 

1000
倍
（
収
穫
14
日
前
／
２
回
）
を
散

布
し
て
く
だ
さ
い
。

●
除
草
剤

田
植
え
後
、
次
の
３
剤
の
い
ず
れ
か
を
、

そ
れ
ぞ
れ
の
剤
の
使
用
基
準
に
準
じ
て
雑
草

発
生
前
に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

①
イ
ッ
ポ
ン
Ｄ
１
キ
ロ
粒
剤
51
……
１
㎏
／
10ａ

（
移
植
直
後
～
移
植
後
30
日
）

②
イ
ッ
ポ
ン
Ｄ
ジ
ャン
ボ
……
10
個（
500ｇ
袋
）／
10ａ

（
移
植
直
後
～
移
植
後
30
日
）

③
イ
ッ
ポ
ン
Ｄ
フ
ロ
ア
ブ
ル
……
…
…
500
㎖
／
10ａ

（
移
植
直
後
～
移
植
後
30
日
）

除
草
剤
散
布
後
７
日
間
は
落
水
、
か
け
流

し
を
せ
ず
、
水
深
３
～
５
㎝
程
度
を
保
つ
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
処
理
後
減
水
す
る
よ

う
な
場
合
は
静
か
に
水
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

特
に
ジ
ャ
ン
ボ
剤
を
使
用
の
際
、
浅
水
に

よ
る
拡
散
不
良
が
原
因
の
薬
害
が
発
生
し
や

す
い
た
め
、
水
量
に
は
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

除
草
剤
散
布
前
の
ウ
キ
ク
サ
類
、
藻
類
の

発
生
時
は
モ
ゲ
ト
ン
粒
剤（
３
㎏
／
10
ａ
）を

散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

除
草
剤
施
用
後
、
あ
る
程
度
の
水
深
を
保

た
な
い
と
効
果
が
劣
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

以
上
の
３
剤
で
抑
え
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
、

サ
ン
パ
ン
チ
１
キ
ロ
粒
剤
…
１
㎏
／
10
ａ

（
移
植
後
15
日
～
収
穫
60
日
前
／
１
回
）

ア
ト
カ
ラ
Ｓ
ジ
ャ
ン
ボ
Ｍ
Ｘ
…
小
包
装
20

個（
500
ｇ
）／
10
ａ（
移
植
後
14
日
～
収
穫
45

日
前
／
１
回
）を
中
干
し
ま
で
に
散
布
し
て

く
だ
さ
い
。

●
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
対
策

代
か
き
を
均
一
に
行
い
田
植
え
後
１
週
間

は
３
㎝
以
下
の
浅
水
管
理
と
し
、
食
害
被
害

を
抑
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
次
の
２
剤
の
い
ず
れ

か
を
田
植
え
後
す
ぐ
に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

①
キ
タ
ジ
ン
Ｐ
粒
剤
…
…
３
～
５
㎏
／
10
ａ

（
食
害
防
止
効
果
が
あ
り
ま
す
。）

②
ジ
ャ
ン
ボ
た
に
し
く
ん…

１
～
２
㎏
／
10
ａ

（
殺
貝
効
果
が
あ
り
ま
す
。）

※
水
取
り
口
と
排
水
口
か
ら
の
侵
入
が
多
い

た
め
、
重
点
的
に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

●
中
干
し

条
間
の
水
面
が
や
や
上
か
ら
見
え
る
う
ち

（
田
植
え
後
約
30
日
）
に
、
土
表
面
が
軽
く

ひ
び
割
れ
る
程
度
（
約
７
日
間
）
に
中
干
し

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
中
干
し
時
の
除
草

前
期
除
草
剤
で
効
果
が
発
揮
で
き
ず
、
ホ

タ
ル
イ
・
ク
ロ
グ
ワ
イ
な
ど
の
発
生
が
み

ら
れ
る
場
合
は
、
落
水
し
て
か
ら
ク
リ
ン

チ
ャ
ー
バ
ス
Ｍ
Ｅ
液
剤
１
ℓ
を
水
100
ℓ
に
溶

き
、
雑
草
に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
散

布
後
３
日
間
は
水
を
入
れ
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

※
ク
リ
ン
チ
ャ
ー
バ
ス
Ｍ
Ｅ
液
剤
は
収
穫
50

日
前
ま
で
に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

野
　
菜

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

イ
チ
ゴ

育
苗
期
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
品

種
は
炭
そ
病
に
弱
い
品
種
と
な
っ
て
い
ま
す
。

炭
そ
病
は
、
風
雨
や
強
い
か
ん
水
に
よ
り

感
染
株
か
ら
隣
接
す
る
株
に
伝
染
し
ま
す
。

ま
た
、
感
染
し
た
株
や
葉
を
土
中
に
す
き

込
む
と
長
い
期
間
土
中
に
残
り
感
染
源
と
な

り
ま
す
。

効
果
的
な
育
苗
方
法
と
し
て
雨
よ
け
や
ベ

ン
チ
ア
ッ
プ
育
苗
等
あ
り
ま
す
が
、
最
低
限

ド
ロ
は
ね
を
軽
減
す
る
対
策
が
必
要
で
す
。

薬
剤
防
除
と
し
て
育
苗
期
か
ら
の
予
防
的
な

防
除
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

●
防
除

ベ
ン
レ
ー
ト
水
和
剤
……
…
…
…
…
…
500
倍

（
育
苗
期 

50
㎖
～
100
㎖
／
株 

か
ん
注
３
回
以
内
）

ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン
水
和
剤
……
…
…
…
600
倍

（
仮
植
え
期 

収
穫
76
日
前 

６
回
以
内
）

JA紀の里ホームページ▶農業▶組合員様専用ページ
右図と同じユーザー名とパスワードを入力して
ログインしてください。

【組合員様専用ページを見るには】
インターネットで以下のアドレスを入力
https://members.ja-kinosato.or.jp/

または

aguri

kinosato11

最新の農作業情報は
ホームページからもご覧になれます
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防
除
に
あ
た
っ
て
は
、
農
薬
の
安
全
使
用

基
準
を
守
り
、
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

果
菜
類（
ナ
ス・ト
マ
ト・ピ
ー
マ
ン・キ
ュ
ウ
リ
）

６
月
に
入
り
温
度
が
上
昇
す
る
に
つ
れ
ア

ザ
ミ
ウ
マ
な
ど
の
害
虫
が
、
ま
た
雨
が
多
く

な
る
と
病
気
の
発
生
が
多
く
な
り
ま
す
。
防

除
薬
剤
は
、
表
１
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

薬
害
は
、
植
物
内
の
水
分
が
不
足
し
、
高

温
に
な
る
と
き
に
薬
剤
散
布
し
た
場
合
、
ま

た
は
日
差
し
が
き
つ
い
と
き
に
薬
液
が
レ
ン

ズ
の
よ
う
に
な
り
発
生
す
る
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

柑
　
橘

５
月
の
開
花
時
期
を
過
ぎ
、
６
月
は
幼
果

と
新
梢
の
養
分
競
合
に
よ
る
『
生
理
落
果
』

と
、
果
実
の
細
胞
数
が
決
ま
る
『
細
胞
分

裂
』
の
時
期
に
な
り
ま
す
。
第
一
次
の
生
理

落
果
は
満
開
後
20
～
30
日
頃
で
、
第
二
次
生

理
落
果
は
満
開
後
40
日
頃
な
の
で
、
今
月
中

下
旬
か
ら
粗
摘
果
を
始
め
ま
す
。

ま
た
、
梅
雨
時
期
は
高
温
多
湿
の
気
象
条

件
で
、
黒
点
病
や
ダ
ニ
類
・
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

類
な
ど
重
要
な
病
害
虫
の
防
除
時
期
と
な
り

ま
す
。
急
な
天
候
の
変
化
に
注
意
し
て
計
画

的
に
管
理
作
業
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

●
摘
果

着
果
の
多
い
樹
は
新
葉
が
少
な
い
の
で
、

早
期
に
内
成
り
や
ス
ソ
成
り
果
の
粗
摘
果
を

行
っ
て
着
果
負
担
を
軽
減
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

【
着
果
過
多
樹
】（
新
葉
の
発
生
が
ほ
と
ん

ど
無
い
樹
）は
、「
樹
冠
上
部
全
摘
果
」を
樹

勢
が
弱
す
ぎ
る
樹
の
回
復
や
、来
年
着
果
さ

せ
る
方
法
と
し
て
有
効
で
す
。６
月
下
旬
ま

で
に
樹
冠
上
部
の
40
％
程
度
の
全
摘
果
を
行

い
、夏
芽
を
発
生
さ
せ
て
来
年
の
母
枝
を
確

保
す
る
方
法
で
す
。

【
着
果
多
樹
】は
、粗
摘
果（
６
月
～
）は

50
％
程
度
行
い
着
果
負
担
を
軽
減
す
る
。仕

上
げ
摘
果（
８
月
下
旬
～
10
月
）・
樹
上
選
別

（
10
月
～
収
穫
）で
残
り
の
50
％
行
い
品
質

を
揃
え
る
。

【
着
果
中
程
度
の
樹
】は
粗
摘
果（
７
月
主

体
）で
20
％
程
度
行
い
、仕
上
げ
摘
果
・
樹
上

選
別
で
残
り
の
80
％
を
行
う
。

人
の
手
で
摘
果
す
る
時
間
が
無
い
と
き

は
、薬
剤
に
よ
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

『
間
引
き
摘
果
』満
開
か
ら
50
日
後
ま
で

に
、フ
ィ
ガ
ロ
ン
乳
剤
の
2000
倍
を
散
布
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
間
引
き
摘
果
が
で
き
ま
す
。

効
果
的
な
散
布
は
、み
か
ん
が
生
理
落
果

を
し
て
い
る
時
で
、気
温
が
高
く
晴
天
が
続

く
日
に
、薬
液
が
葉
先
か
ら
し
た
た
り
は
じ

め
る
程
度
の
量
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

【
着
果
小
樹
】は
、粗
摘
果
は
行
わ
ず
に
、

８
月
か
ら
の
仕
上
げ
摘
果
を
中
心
に
行
い
、

樹
上
選
別
を
行
う
。

生
理
落
果
を
軽
減
す
る
為
に
は
、強
い
新

梢
の
芽
か
き
や
、果
実
へ
の
被
さ
り
枝
の
除

去
を
行
い
、果
実
に
日
が
当
た
る
よ
う
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

・
中
晩
柑
類

早
期
摘
果
は
樹
勢
を
保
ち
、
大
玉
生
産
を

め
ざ
す
た
め
に
は
重
要
な
作
業
で
す
。

八
朔
で
は
、
６
月
の
早
期
か
ら
粗
摘
果
を

行
い
大
玉
果
生
産
を
目
標
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

着
果
過
多
樹
や
奇
形
果
・
傷
果
・
小
玉
果
・
な

ど
を
中
心
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

不
知
火
や
は
る
み
で
は
、
ま
ず
樹
勢
の
維

持
を
目
的
に
樹
冠
上
部
３
分
の
１
程
度
の
全

摘
果
を
行
い
、
夏
芽
の
発
生
を
促
し
ま
す
。

残
り
の
３
分
の
２
は
、
初
期
一
発
摘
果
を
目

標
に
行
い
ま
す
。
残
す
果
実
は
、
葉
数
が
５

枚
以
上
の
有
葉
果
を
残
す
様
に
し
ま
す
。
最

終
的
に
は
、
葉
果
比
で
100
（
葉
100
枚
に
１
つ

の
果
実
）
に
な
る
よ
う
に
行
い
ま
す
。

落
葉
果
樹

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

桃
早
生
品
種
で
は
、
今
月
の
上
旬
頃
か
ら
収

穫
が
始
ま
り
ま
す
。
未
熟
果
は
食
味
が
悪
く
、

逆
に
過
熟
果
は
傷
み
や
す
い
の
で
、
適
期
収

穫
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
除
袋

除
袋
の
時
期
は
収
穫
約
10
日
前
頃
で
す
。

袋
の
中
の
果
実
が
張
っ
て
き
た
状
態
で
、全
体

的
に
緑
色
が
抜
け
て
白
っ
ぽ
く
な
り
、果
梗
部

と
縫
合
線
周
辺
に
ま
だ
緑
色
が
残
っ
て
い
る

状
態
で
除
袋
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。除
袋
が
遅

れ
る
と
、十
分
着
色
し
な
い
う
ち
に
熟
期
を

迎
え
て
し
ま
い
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

地
色
の
抜
け
方
は
着
果
部
位
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。樹
の
上
部
で
は
色
抜
け
が
早
く
、

樹
の
下
部
や
ふ
と
こ
ろ
で
は
色
抜
け
が
遅
い

の
で
、除
袋
は
２
～
３
回
に
分
け
て
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

表 2. ６〜７月のみかん・中晩柑類・レモン防除例
時　期 品　目 対象病害虫 薬剤名 倍　数 収穫前使用日数／回数

6 月上旬

みかん
中晩柑類

黒点病 ジマンダイセン水和剤 600 倍 みかん 30 ／ 4
中晩柑 90 ／ 4

カイガラムシ類幼虫 トランスフォームフロアブル 2000 倍 1 ／ 3
ミカンハダニ ハーベストオイル 200 倍 －／－

レモン

コナカイガラムシ類
チャノキイロアザミウマ スタークル顆粒水溶剤 2000 倍 1 ／ 3

ミカンハダニ ダニトロンフロアブル 2000 倍 14 ／ 2

かいよう病 カスミンボルドー
クレフノン

1000 倍
200 倍

45 ／ 5
－／－

7 月上中旬

みかん
中晩柑類

ミカンハダニ
ミカンサビダニ
チャノホコリダニ

メビウスフロアブル 3000 倍 みかん 7 ／ 2
中晩柑 14 ／ 2

カイガラムシ類
チャノキイロアザミウマ スプラサイド乳剤 40 1500 倍 みかん 14 ／ 4

中晩柑 90 ／ 4

黒点病 エムダイファー水和剤 600 倍 みかん 60 ／ 2
中晩柑 90 ／ 4

レモン
ミカンハダニ
ミカンサビダニ メビウスフロアブル 3000 倍 14 ／ 2

かいよう病 マイコシールド 1000 倍 30 ／ 2

表 1

対象病害虫 アブラムシ類 アザミウマ類 甲虫類 ヨトウ類 うどんこ病

薬剤名 モベント
フロアブル ウララ DF コテツ

フロアブル ディアナ SC スタークル
顆粒水溶剤

プレオ
フロアブル

アフェット
フロアブル

なす
倍　数 2000 2000 2000 2500 2000 1000 2000

日／回 1 ／ 3 1 ／ 3 1 ／ 4 1 ／ 2 1 ／ 2 1 ／ 4 1 ／ 3

トマト
ミニトマト

倍　数 2000 2000 2000 2500 2000 1000 2000

日／回 1 ／ 3 1 ／ 3 1 ／ 3 1 ／ 2 1 ／ 2 1 ／ 2 1 ／ 3

きゅうり
倍　数 2000 2000 2000 2500 2000 1000 2000

日／回 1 ／ 3 1 ／ 3 1 ／ 3 1 ／ 2 1 ／ 2 1 ／ 2 1 ／ 3

ピーマン
倍　数 2000 2000 2000 2500 2000 1000 2000

日／回 1 ／ 3 1 ／ 2 1 ／ 2 1 ／ 2 1 ／ 2 1 ／ 2 1 ／ 3
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●
反
射
マ
ル
チ
敷
設

反
射
マ
ル
チ
を
敷
く
こ
と
で
、
着
色
し
に

く
い
品
種
や
下
枝
に
あ
る
果
実
の
着
色
を
促

進
さ
せ
る
事
が
出
来
ま
す
。
敷
設
時
期
は
除

袋
後
２
～
３
日
後
の
、
果
実
の
先
端
部
が
少

し
着
色
し
始
め
た
頃
で
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

柿●
側
枝
は
く
皮

刀
根
早
生
で
は
果
実
肥
大
と
着
色
促
進
に

よ
る
早
期
出
荷
を
目
的
と
し
て
、
３
本
切
り

回
し
処
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
処
理
時
期
は

満
開
後
30
～
40
日
（
６
月
上
中
旬
）
頃
が
目

安
と
な
り
ま
す
。
２
～
３
年
ぐ
ら
い
の
や
や

強
い
立
ち
枝
に
、
ハ
サ
ミ
を
用
い
て
側
枝
の

皮
に
切
傷
を
３
本
入
れ
る
こ
と
で
、
は
く
皮

処
理
と
同
様
の
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

●
フ
ル
メ
ッ
ト
処
理

果
実
肥
大
を
促
進
さ
せ
る
為
に
フ
ル
メ
ッ

ト
処
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
使
用
時
期
は
開

花
後
20
～
30
日
で
、
濃
度
は
2.5 ppm
（
水
４
ℓ

に
フ
ル
メ
ッ
ト
１
本
）
で
、
薬
剤
が
均
一
に

付
着
す
る
よ
う
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

●
仕
上
げ
摘
果

仕
上
げ
摘
果
は
６
月
下
旬
～
７
月
上
旬
に

行
い
ま
す
。
果
実
の
生
育
を
見
な
が
ら
行
い
、

１
㎡
当
た
り
25
～
30
果
残
る
よ
う
に
摘
果
を

し
ま
し
ょ
う
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

い
ち
じ
く

●
誘
引

新
梢
が
40
～
50
㎝
伸
長
し
た
頃
に
誘
引
を

行
い
ま
す
。
誘
引
す
る
こ
と
に
よ
り
風
ス
レ

の
防
止
、
結
果
枝
間
隔
の
確
保
等
に
つ
な
が

り
ま
す
。
結
果
枝
は
片
側
40
㎝
間
隔
で
左
右

交
互
に
誘
引
し
て
く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ブ
ド
ウ
（
露
地
）

●
摘
粒

病
害
虫
被
害
果
や
傷
果
を
取
り
、
果
粒
が

き
れ
い
な
配
列
に
な
る
よ
う
に
外
向
き
の
も

の
を
残
し
ま
し
ょ
う
。
内
向
き
や
ふ
と
こ
ろ

の
果
粒
は
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
り
す
る
の
で
取

り
除
き
ま
し
ょ
う
。
ハ
サ
ミ
で
傷
を
つ
け
な

い
よ
う
に
注
意
し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

花

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

し
ゃ
く
や
く

６
月
に
入
る
と
翌
年
の
立
茎
本
数
の
形
成

期
、
８
月
に
は
花
芽
形
成
期
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
管
理
が
翌
年
の
生
育
に
大
き
く

影
響
し
、
と
て
も
重
要
時
期
と
な
り
ま
す
。

第
２
回
目
の
追
肥
と
し
て
、
紀
の
里
５
号

ペ
レ
ッ
ト
を
10
ａ
当
た
り
140
㎏
施
用
し
て
く

だ
さ
い
。
乾
燥
防
止
と
土
づ
く
り
の
為
、
敷

き
ワ
ラ
や
バ
ー
ク
堆
肥
等
の
施
用
を
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
一
週
間
以
上
晴
天
が
続
き
、

土
壌
が
乾
燥
す
る
場
合
は
か
ん
水
を
行
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

・
斑
葉
病

コ
サ
イ
ド
3000
……
…
…
…
…
…
…
…
…
1000
倍

ま
た
は

Ｚ
ボ
ル
ド
ー
……
…
…
…
…
…
…
…
…
600
倍

・
白
紋
羽
病
・
根
黒
斑
病

フ
ロ
ン
サ
イ
ド
Ｓ
Ｃ
フ
ロ
ア
ブ
ル
1000
倍
と

リ
ゾ
レ
ッ
ク
ス
水
和
剤
500
倍
を
混
用
し
発
生

箇
所
の
み
土
壌
か
ん
注
し
て
く
だ
さ
い
。

※
う
ど
ん
こ
病
の
発
生
が
多
い
場
合
は
、
ト

リ
フ
ミ
ン
水
和
剤
2000
倍
、
ネ
コ
ブ
セ
ン

チ
ュ
ウ
の
発
生
園
で
は
ネ
マ
ト
リ
ン
エ
ー

ス
粒
剤
を
10
ａ
当
た
り
20
㎏
散
粒
し
て
く

だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ひ
ま
わ
り

元
肥
は
基
本
的
に
施
用
し
な
い
で
播
種
し

ま
す
。
草
丈
20
～
30
㎝
ぐ
ら
い
に
な
る
と
生

育
に
ム
ラ
の
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

場
合
は
紀
の
里
化
成
403
を
局
所
施
用
し
、
草

丈
を
揃
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

生
育
後
半
の
葉
色
が
薄
い
時
は
千
代
田
化
成

549
を
少
量
施
用
し
て
く
だ
さ
い
。

タ
キ
イ
種
苗
の
サ
ン
リ
ッ
チ
シ
リ
ー
ズ
に

は
45
日
・
50
日
・
55
日
と
３
タ
イ
プ
あ
り
各

タ
イ
プ
ご
と
に
数
品
種
あ
り
ま
す
。
45
日
タ

イ
プ
は
短
日
期
出
荷
（
５
月
・
11
月
）
は
草

丈
が
短
く
出
荷
規
格
に
合
わ
な
い
場
合
が
あ

る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
気
温
の
低
い

時
期
は
予
定
よ
り
10
日
位
遅
れ
る
場
合
が
あ

る
の
で
連
続
播
種
す
る
場
合
は
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

表 1. 6 月～７月上旬の作目別防除・施肥例

品　目 時　期 対象病害虫 薬剤名 倍　数 収穫前使用
日数／回数

桃

早生収穫前
シンクイムシ類
ホモプシス腐敗病
灰星病

ロディー乳剤
ベルクート水和剤

1000 倍
2000 倍

1／5
1／3

6 月中旬
（中晩生種）

シンクイムシ類
モモハモグリガ
カメムシ類
黒星病・灰星病

スタークル顆粒水溶剤
ストロビードライフロアブル

2000 倍
2000 倍

1／3
1／3

中生収穫前
シンクイムシ類
ホモプシス腐敗病
灰星病

ロディー乳剤
ベルクート水和剤

1000 倍
2000 倍

1／5
1／3

7 月上中旬
（晩生種）

シンクイムシ類
モモハモグリガ
黒星病・灰星病
ホモプシス腐敗病

サムコルフロアブル10
オンリーワンフロアブル

5000 倍
2000 倍

1／2
1／3

6 月中下旬
追肥（中晩生種）
紀の里1号配合を10aあたりに40kgを基準に施用（施肥量は樹勢に応じ
て加減する）

柿
6 月下旬～
7 月上旬

落葉病・炭疽病・うどんこ病
フジコナカイガラムシ幼虫
カキクダアザミウマ

スコア顆粒水和剤
スプラサイド水和剤

3000 倍
1500 倍

1／3
30／3

6 月下旬～
7 月上旬

夏肥（中谷早生・富有柿）
化成高度550を10aあたりに60kgを基準に施用

キウイ
フルーツ

6 月上中旬 キイロマイコガ
果実軟腐病

フェニックスフロアブル
アリエッティ水和剤

4000 倍
600 倍

7／3
120／2

6 月下旬
果実軟腐病
キウイヒメヨコバイ
カメムシ類

ダコニール1000
ダントツ水溶剤

1000 倍
2000 倍

60／7
1／3

梅
6 月

（木熟南高）
（展着剤）
黒星病・すす斑症

ネオエステリン
アミスター10フロアブル

5000 倍
1500 倍

－／－
1／3

7 月上旬 礼肥
紀の里 5 号ペレットを 10a あたりに 60kg を基準に施用

いちじく

6 月上旬
（展着剤）
疫病
アザミウマ類

スカッシュ
ダコニール1000
モスピラン顆粒水溶剤

2000 倍
2000 倍
2000 倍

－／－
1／2
1／3

6 月中旬
（展着剤）
さび病
アザミウマ類

スカッシュ
アンビルフロアブル
ディアナWOG

2000 倍
1000 倍
5000 倍

－／－
1／2
1／2

6 月下旬
（展着剤）
疫病
アザミウマ類
カミキリムシ類

スカッシュ
ライメイフロアブル
ダントツ水溶剤

2000 倍
3000 倍
2000 倍

－／－
1／3
3／3

7 月上旬
（展着剤）
ヒラズハナアザミウマ
さび病

スカッシュ
コテツフロアブル
トリフミン水和剤

2000 倍
2000 倍
2000 倍

－／－
1／2
7／3
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Topics News  JAカレンダー

6月
15 土 ・あぐりキッズスク－ル
19 水 ・ダム・エコル入学式
22 土 ・通常総代会

23 日 ・休日渉外相談・提案活動
・税務無料相談会

28 金 ・農業塾

7月
9 火 ・農業塾担い手専門コース

生活部より ─「家の光図書」今月の一冊を紹介
少ない調味料とポリ袋でできる 
もみもみ焼くだけレシピ 著・堀 知佐子　1,404円

みそ漬け、しょうゆ漬け、塩漬けなど、食材を「漬ける」伝統的な日本料理の技法
は、忙しい人にこそ役立つ調理法です。食材を調味料といっしょに袋にいれて、たっ
た１分、もむだけ！　焼くだけ！　盛り付けるだけ！　です。「鶏肉のにんにくじょうゆ焼き」「いかのピリ辛塩麹
炒め」「大根とにんじんのみそヨーグルト漬け」など、とってもおいしいのに、かんたんで手間もかからない
７１品のレシピが、毎日のごはんづくりをすごくラクにしてくれますよ。

●ご注文は、JA紀の里各支所・事業所の購買窓口までお申し込みください！

生
活

かがやき部会役員リーダー研修を行いました！
５月１４日（火）に、かがやき部会６支部（那賀・粉河・打

田・桃山・貴志川・岩出）の新役員リーダー研修を行いまし
た。最初に、JA和歌山中央会 総合企画部部長 谷口昌明
氏から、『JA組織と女性会活動』と題して、協同組合の世
界的評価についてや、JAの総合事業とJA改革の姿勢に
ついて説明いただいたうえで、JAにおいて期待されてい
る女性会の役割についてお話いただきました。

その後、６支部から活動報告と令和元年度の計画を発表
し合いました。それぞれ、サークル活動の作品を披露した
り、活動の様子をそのまま寸劇で紹介するなど、部会員増
強や活動を地域へ発信していくために工夫をこらし、場は

大変盛り上がりました。初めて役員になられた方も、地区での活動や雰囲気がイメージできたのではないか
と思います。今回は情報交換の場ともなり、これからのJA紀の里かかがやき部会はさらに盛り上がるに違
いありません。

ご興味のある方は、ご入会お待ちしております！

金
融

JA共済ライフアドバイザー進発式が
開催されました

令和元年5月8日（水）、ホテルグランヴィア和歌山にて
「JA共済ライフアドバイザー進発式」が開催されました。
当JAからは優績LA県本部表彰者として、4名が受賞しま
した。

ライフアドバイザーは地域に密着し、親身な対応と専門
的な知識で皆様の人生設計をサポートする活動を行って
おります。これからも皆様のお役に立つことが出来るよう
に、日々努力して参ります。

JA共済でなにかご不明な点等ございましたら、各支所
のライフアドバイザーまでお気軽にご相談ください。
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Topics News ［トピックスニュース］

営
農

援農ボランティア企画
ＪＡ紀の里体験農業部会では、全国農協

観光協会と連携を図り4月29日に大阪府
茨木市にある関西大倉中学校・高等学校の
科学部（園芸班）の校外活動の受入をおこ
ないました。

今回は、柿摘蕾作業で、学生と教員の合
計20名が参加、「普段することのない作業
だったので、とても楽しかった」の感想があ
りました。10月下旬には、同圃場で「柿の
収穫体験」も予定しています。

他にも同部会では、5月に同企画の「猫
の手援農隊～柿の摘蕾3日間」の受入も行
いました。

今後も都市部在住の方々に地域農業、農村に興味を持ってもらう機会提供並びに農作業支援に繋が
る都市農村交流事業を取進めていきます。

柑橘類・柿の着花状況調査
5月10日に管内の主力品目である柑橘類・柿の開花状況調査

を管内１２２園地で行いました。今年は４月の気温が低く推移し
たので、満開日は昨年より１週間～１０日遅く、平年と比べても２
～３日遅い満開日となりました。

着花量からの作柄指数は、平年よりも少ない傾向で極早生み
かんが８０、早生みかんが９０、普通みかんが９０、中晩柑類の八
朔が１００、不知火が９０となりました。

園地別、樹別の着花のバラツキはありますが、柑橘類は隔年
結果（1年おきに収穫量が大幅に増減する現象）をなくす事と、
今年の着果量を確保する為に「かぶさり枝の除去」を行い、生理
落果を減らす生産対策が必要です。

柿の着花状況調査では、刀根早生の満開日は５月１６日で昨年より１０日、平年より３日遅くなりました。
着花量自体は少なめでしたが、作柄は平年作が見込まれます。摘蕾忘れや２番果の見直しを早期に行い

大玉生産を目指しましょう。

ねばる運動について
常態化する気象変動や気象異変に起因する農業生産活動への悪影

響を緩和し、力強い生産基盤を再構築するため、「ねばる運動」を強力
に展開します。

5月10日の第１回　本部生産販売委
員会において承認いただき、生産販売委
員会と共に、どんな困難にも諦めない精
神で、土作りを実践し根張りをよくして高
品質・安定生産を行う、粘り強い産地の構
築という観点から「ねばる運動」を実践す
ることになりました。今後は、各支部生産
販売委員会と協議して、生産者全員と一
丸となって取り組みを行っていきます。
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めっけもん広場だより 
新元号「令和」は、万葉集の梅花の歌から出典されており、初春の令月にして、と文章は続きます

が、初春の令月とは、何事をするにもよい月。めでたい月の意味を持ちます。めっけもん広場には、
梅が多く出荷されております。令和元年、梅ジュース・梅酒・梅干しを手作りしてみませんか？めっけ
もん広場は、四季折々の古くからの風習を伝えていきます。

OINACITY だより
6/16 ……………… 父の日コーナー設置

6/19 ……………… ＯＩＮＡ食堂イベント開催

購
買

アツ〜イ夏を乗り越えよう
購買部では、6月30日（日）まで麺類を特別価格にてご提供しています。
通常価格より割引した価格にてご提供させていただきます。
暑い日には喉越しすっきりな、麺類を是非この期間中にご賞味ください。
ご注文・お問い合わせは各支所・事業所・購買窓口へ

播州の糸 

うどん 

手延素麺 

揖保乃糸 

手延素麺 

揖保乃糸 

播州の糸 
そうめん 

播州の糸  

ひやむぎ  

■那賀支所	 ☎（0736）75-3152
■粉河支所	 ☎（0736）73-3202
■川原事業所	 ☎（0736）73-4020
■長田事業所	 ☎（0736）73-3071
■竜門事業所	 ☎（0736）73-3125
■鞆渕事業所	 ☎（0736）79-0002

■打田支所	 ☎（0736）77-6980
■桃山支所	 ☎（0736）66-1137
■貴志川支所	 ☎（0736）64-2600
■岩出支所	 ☎（0736）62-4361

お問合せは、お近くの支所・事業所まで

取　扱　商　品
手延素麺 揖保乃糸9㎏（紙箱） …………¥8,500 播州の糸 　うどん（240g×15袋） …… ¥1,500
手延素麺 揖保乃糸9㎏（木箱） …………¥8,900 播州の糸 そうめん（240g×15袋） …… ¥1,500

播州の糸 ひやむぎ（240g×15袋） …… ¥1,500
（税込）

販
売

紀の里の桃がスタート
6月からいよいよ紀の里の主力品目である桃の販売をスタートします。
本年産は昨年の台風の影響もあり、全体の出荷量が少なくなる予想で

すが産地として各直売所等連携し、有利販売に努めてまいります。
また、6月16日（日）は、「父の日」です。これに伴いめっけもん広場を

始めとする各直売所では、様々な「父の日」のイベントを開催しますの
で、ご家族やご近所の方々と、ぜひ、お越しください。
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Topics News ［トピックスニュース］

理 事 会

だ よ り  

第１回理事会が５月７日、ＪＡ紀の里ふるさとセンターで開催されました。

第 １ 号議案

第 ２ 号議案

第 ３ 号議案

第 ４ 号議案

第 ５ 号議案

第 ６ 号議案

第 ７ 号議案

第 ８ 号議案

第 ９ 号議案

平成３０年度本決算について

第２７回通常総代会の開催（案）について

令和元年度会計監査法人に関する監査報酬の件について

第７次中期３ヵ年計画（数値計画）（案）について

信用事業運営体制の今後の方針（案）について

コンプライアンス・マニュアルおよび不祥事対応要領の改正について

農業経営事業の実施（案）について

農業経営規程（案）について

出資金の減資減口について

お
知
ら
せ

介護センターだより
高齢者の脱水を防ぐために！！

人間は、脱水を防ぐために予備の水分を体内に蓄えているのですが、高齢者になると、この予
備量が減ってしまい、簡単に脱水となってしまいます。そのうえ、排尿が近くなることを気にして、
あえて水分をとらなかったり、生理的変化からのどの渇きを感じにくくなったりして、長時間水分
をとらないまま過ごしてしまうことがあります。

高齢者の脱水を防ぐためには、本人が意識することはもちろんですが、周りにいる人が水分を
とるように勧めることが大切です。一度にたくさんの水分を摂取するのは苦痛を伴うものですか
ら、こまめにとれるよう働きかけましょう。

脱水を防ぐために１日１，５００㏄程度を目安に水分を摂取しましょう。
▪脱水が起きているときに現れやすい症状は
・皮膚が乾燥する ・唇や口の中が乾燥する ・体温が上がる
・尿の量が減少する ・脈が速くなる ・血圧が低下する
・ぼんやりしたり、めまいを起こしたりする など
高齢者の場合は、あっという間に脱水に陥ることがあるため、特に注意が必要です。

ＣＳ（顧客満足度）改善プログラム
桃山支所購買課・営農指導課では、気持ちの良い挨拶や対応をするにはどうすればよいかをテーマに話

し合いを行いました。気持ちの良い挨拶・対応とは元気よく挨拶し、正確ですばやい対応であると考え今後
よりいっそう職員同士の連携を密にし、店舗に来ていただいた組合員さんも職員も楽しく過ごすことができ
る店舗づくりを目指していきます。 

組合員さんにとって忙しい時期ではありますが少しでも多く足を運んでいただきより良い対応のできる準
備をし、職員一同心よりお待ちしています。

和歌山労働局からのお知らせ
事業主の皆さまへ
平成31年度の労働保険年度更新について
「労働保険」とは、労災保険を総称したもので、年度当初に労働保険料を概算で申告・納付し、翌年度当

初に確定精算することとなっています。この手続きを「年度更新」といいます。
事業場あてに年度更新用の申告書が郵送されますので、申告書を作成の上、６月３日から７月１０日まで

の間に申告・納付をお願いします。
詳しくは、和歌山労働局のホームページをご覧いただくか、和歌山労働局総務部労働保険徴収室

（☎073-488-1102）までお問い合わせください。

14



トウガン
 ～暑さをしのぐヘルシーな夏野菜～ 

野菜ソムリエ上級プロ
KAORUの

イラスト：小林裕美子
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くらしの広場
Living Square

A
g
ri

と
て
も
参
考
に
し
て
い
ま
す
。今
月

は
こ
う
い
う
事
し
た
ら
良
い
ネ
と
夫
婦
で
話

し
な
が
ら
農
業
し
て
い
ま
す
。	

（
井
上
さ
ん
）

営
農
情
報
を
参
考
に
定
年
後
の
勉
強
を
さ

せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。ま
た
読
者
の
広
場
も
大

変
良
い
と
思
い
ま
す
。最
後
の
ペ
ー
ジ
で
ホ
ッ

と
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。	

（
津
田
さ
ん
）

今
家
で
お
る
の
で
野
菜
な
ど
少
し
植
て
ま

す
。消
毒
な
ど
わ
か
ら
な
い
所
は
む
っ
く
ん

愛
な
ど
読
ま
せ
て
頂
い
て
勉
強
さ
せ
て
も

ら
っ
て
ま
す
。
色
々
知
れ
て
た
い
へ
ん
や
く

だ
っ
て
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。	

（
福
山
さ
ん
）

去
る
三
月
の
土
曜
日
に
肥
料
・
農
薬
の
一

括
引
き
取
り
が
あ
り
、支
所
へ
注
文
の
品
を

引
き
取
り
に
行
き
ま
し
た
。
特
に
農
薬
は
、

作
物
に
適
用
し
た
安
心
出
来
る
農
薬
が
多

数
有
り
、こ
れ
は
、（
Ｊ
Ａ
）で
な
け
れ
ば
出

来
な
い
品
揃
で
す
。街
の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

で
は
、汎
用
の
農
薬
し
か
販
売
し
て
い
な
い

の
で
や
っ
ぱ
り
Ｊ
Ａ
頼
り
に
な
り
ま
す
。
多

少
価
格
は
、高
価
で
あ
っ
て
も
安
全
な
農
薬

が
一
番
で
す
。	

（
谷
口
さ
ん
）

お便り
　紹介

ほっとひと息

● 4 月号の当選者は次の方々です。
武本さん　津田さん　迫間さん　笹垣さん　大谷さん　おめでとうございます★

クロスワードパズル 頭 の 体 操

二重マスの文字を A 〜 F の順に並べてできる言葉は何でしょうか？

ヨ コ の カ ギタ テ の カ ギ

1 七夕に彦星と会います
2 オフの反対語
3 スズでめっきした鉄板。一斗

缶やバケツなどに用いられま
す

4 手紙のやりとりで交流するこ
と

5 ナイアガラ川にあるものが有
名

7 時計を掛けたり絵を飾ったり
9 京都市で行われる祇園祭は

○○○神社の祭礼です
11 高倉健主演の映画『○○○

○の黄色いハンカチ』
13 百貨店ともいいます
15 ○○は友を呼ぶ
16 何人かでバトンをつなぐ競走
17 息を吸うと膨らむ臓器
19 観光、夜行、2階建てといえ

ば

1 大丈夫だから、○○○○に
乗ったつもりで待っててね

4 ブーブーと鳴きます
6 高校の公民の教科の一つ
7 新鮮な空気を取り込んで汚

れた空気を追い出すこと
8 お好み焼きにたくさん入れる

葉野菜
10 彼とは同じ釜の○○を食った

仲だ
12 肩と手首の間
14 酸と混ぜると中和反応が起

きます
17 米国の50番目の州。南の島

です
18 焼き肉店のメニューで肝臓の

こと
20 由緒ある神宮や夫婦岩で知

られる三重県の市
21 一番良い物はベスト、一番悪

い物は

出題／ニコリ

加工品
プレゼント

何が当たるかナ!?

？
答えは、ハガキに　1. 答え　2. 住所　3. 氏名　4. 電話番号　5. ご

意見・ご要望をご記入の上、（〒 649-6494）紀の川市上野 12 番地 5 
JA 紀の里総合企画部クロスワードパズル係までお送りください。

抽選で５名の方にＪＡ紀の里特産の加工品をプレゼントします。
 （6月２０日消印まで有効）

前号の解答

ABCDE
「アマガエル」
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番
所
山
公
園
は
田
辺
湾
の
南
側
に
位

置
し
、円
月
島
や
塔
島
な
ど
が
眺
望
で

き
る
国
立
自
然
公
園
で
す
。貴
重
な
自

然
が
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、粘
菌
な
ど

珍
し
い
生
物
も
棲
息
し
て
い
ま
す
。

遊
歩
道
を
進
む
と
３
ヶ
所
の
展
望
ス

ポ
ッ
ト
が
あ
り
、普
段
目
に
す
る
こ
と
の

で
き
な
い
白
浜
沿
岸
の
景
色
を
眺
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、か
つ
て
植
物

園
が
開
園
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、散
策
し

て
い
る
と
珍
し
い
熱
帯
、亜
熱
帯
の
植
物

に
出
会
う
こ
と
が
で
き
南
国
情
緒
を
楽

し
め
ま
す
。芝
生
の
広
場
も
あ
り
、円

月
島
が
浮
か
ぶ
海
を
眺
め
な
が
ら
ゆ
っ

た
り
お
弁
当
を
広
げ
て
み
る
の
も
い
い
で

し
ょ
う
。ま
た
、番
所
山
奥
の
番
所
鼻
灯

台
前
広
場
に
設
置
さ

れ
た
展
望
塔
か
ら
、

３
６
０
度
ぐ
る
り
と

見
渡
す
大
パ
ノ
ラ
マ

は
絶
景
で
す
。

公
園
内
に
は
和
歌

山
県
が
生
ん
だ
博
物

学
、民
俗
学
の
巨
星

南
方
熊
楠
の
記
念
館

が
あ
り
、熊
楠
の
歩
み

を
彼
の
愛
し
た
自
然

の
中
で
追
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

県内広報誌共通企画

つ
れ
も
て
い
こ〜

よ

番ば
ん

所し
ょ

山や
ま

公こ
う

園え
ん

（白
浜
町
）

Ｊ
Ａ
紀
南
発
信

【所 在 地】 西牟婁郡白浜町3601-1
【アクセス】 白浜インターチェンジから車で20分ほど。

第1駐車場（普通車15台、バス2台）、第2駐車場（普通車
15台、身障者用3台）は両方とも無料。

【そ の 他】年中無休、開園時間は9時～17時で入園料は無料。（南
方熊楠記念館へは別途入館料が必要。休館日に注意）

トンネル（第二展望広場に至る）

東屋（第二展望広場）

芝生広場から見る円月島
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読者の広場
Reader's Square

藤戸 敏成さん（６６才）
那賀支所管内

私の趣味

山田 直和さん 里美さんの

長女 梨
り

乃
の

ちゃん（５才）

打田支所管内

マイアイドル

森下 柚
ゆ

月
づ き

ちゃん（東貴志小学校４年）
貴志川支所管内

わたしの夢

私
は
、
バ
レ
リ
ー
ナ
で
有
名
に
な
る
の

が
夢
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
私
は
今
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
バ
レ
エ
を
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
を
始
め
た
き
っ
か
け

は
、プ
リ
キ
ュ
ア
で
す
。プ
リ
キ
ュ
ア
で
バ
レ

エ
の
シ
ー
ン
が
あ
っ
た
の
で
、マ
マ
が
、「
ゆ
っ

ち
ゃ
ん
、こ
れ
や
っ
て
み
る
？
」と
言
っ
た
ら
、

私
が
「
や
る
！
」と
い
っ
て
、そ
れ
で
バ
レ
エ

を
始
め
ま
し
た
。５
歳
の
時
で
し
た
。

バ
レ
エ
の
振
り
付
け
は
、フ
ラ
ン
ス
語
な
の

で
、覚
え
る
の
が
難
し
か
っ
た
け
ど
、で
き
る

わ
ざ
が
増
え
て
き
た
の
で
楽
し
い
で
す
。
今

は
、６
月
８
日
土
曜
日
に
発
表
会
が
あ
る
の

で
、練
習
を
頑
張
って
い
ま
す
。私
は
、背
が

高
い
の
で一つ
上
の
お
姉
さ
ん
ク
ラ
ス
に
入
って

い
て
、大
変
で
す
。
笑
顔
を
今
、頑
張
って
い

ま
す
が
、振
り
付
け
に
集
中
し
す
ぎ
て
、に
こ

に
こ
で
き
な
い
時
が
あ
り
ま
す
。シ
ニ
ア
の
お

姉
さ
ん
達
は
す
ご
く
上
手
で
は
や
く
て
す
ご

い
で
す
。こ
れ
か
ら
も
夢
に
近
づ
け
る
よ
う

に
、頑
張
って
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

京
都
旅
行
の
お
土
産
屋
さ
ん
で

組
み
木
を
見
つ
け
、自
分
で
も
作
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
15
年
前
か
ら
組

み
木
作
り
を
始
め
た
藤
戸
さ
ん
。板

を
切
っ
た
り
、磨
く
機
械
を
器
用
に

扱
い
な
が
ら
、「
一
つ
の
板
か
ら
い
か

に
隙
間
な
く
物
を
描
く
こ
と
が
出

来
る
か
に
よ
っ
て
、外
し
て
飾
る
時

に
魅
力
が
出
て
く
る
」と
言
い
ま
す
。

農
業
の
合
間
な
ど
に
作
る
作
品

は
好
き
な
動
物
メ
イ
ン
で
、動
物
の

組
み
木
達
が
今
に
動
き
だ
し
そ
う

な
気
持
ち
の
こ
も
っ
た
作
品
ば
か

り
で
す
。こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
な
が

ら
組
み
木
作
り
を
続
け
て
い
き
た

い
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
作
っ
た
ミ
ニ
ト
マ
ト
が
大

好
き
な
梨
乃
ち
ゃ
ん
は
、や
さ
し
く
て
、面
倒

見
が
よ
い
女
の
子
。

最
近
は
、１
月
に
生
ま
れ
た
弟
の
和か
ず

煌き

く
ん

の
お
世
話
に
一
生
懸
命
で
、泣
い
た
ら
、や
さ

し
く
お
話
し
て
、あ
や
し
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。

お
休
み
の
日
は
、お
友
達
と
一
緒
に
畑
を

駆
け
た
り
、絵
を
描
い
た
り
、ご
っ
こ
遊
び
を

し
た
り
し
て
、楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

「
自
分
の
夢
を
も
っ

て
、
か
な
え
て
ほ
し

い
。
」「
明
る
く
健
康

に
、こ
の
ま
ま
す
く
す

く
育
っ
て
ね
」
ご
両
親

の
願
い
で
す
。
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日本農業新聞の紙面が変わります。
　ドローン、無人トラクターなど技術革新が加速す
る農業。その可能性と、現場で使える技術かどうかを
ポイントに、専門記者が分かりやすく解説します。

農業を変える先端技術追う

　JAグループの自己改革は成果が問われる
年となりました。組合員の農業経営を支える
先進JAの取り組みを徹底報道します。

改革の先進JAを徹底報道

　大反響を呼んだ本紙連載「笑ってなんぼじゃ！」の島田さんが紙面
に帰ってきます。世の中に起きる様々な出来事をユーモアあふれる独
自の切り口でつづります。

島田洋七さんが新企画で再登場

　若者を応援する紙面を新設（週1回）。農業高校
や農業大学校の生徒たち、新規就農者の皆さんの
それぞれの挑戦を伝えます。

農業に夢をかける若者を応援

　輸入農畜産物が押し寄せる時代
に、選ばれる産地とは、農家とは…。
アグリビジネス面（週1回）を新設す
るなど、マーケットインに基づく専門
情報を充実させます。
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A4チラシ　裏面　全国版

雪

月

花

偏
西
風
チ
ャ
イ
ナ
国
よ
り
來
る
黄
砂

粉
河
支
所
管
内
　
　
三
嶋
邦
彦

卒
業
歌
曲
も
言
葉
も
よ
く
揃
ひ

粉
河
支
所
管
内
　
　
吉
田 

美
代
子

木
下
闇
ト
ト
ロ
が
ま
ね
く
黒く

ろ

河こ

道み
ち

打
田
支
所
管
内
　
　
時
田
一
草

ロ
ケ
ッ
ト
の
墓
あ
る
高
野
南み

な

み風
吹
く

打
田
支
所
管
内
　
　
辻
本
俊
子

弟
の
靴
は
お
さ
が
り
青
き
踏
む

打
田
支
所
管
内
　
　
武
友 

ち
ゑ
子

竹
の
秋
過
ぎ
た
人
生
今
は
脱
ぐ

打
田
支
所
管
内
　
　
世
儀 

麻
由
美

実
え
ん
ど
う
莢さ

や

い
っ
ぱ
い
に
八
姉き

ょ
う
だ
い妹

貴
志
川
支
所
管
内
　
　
亀
井 

美
惠
子

草
刈
り
の
鎌
を
休
ま
す
時
鳥

貴
志
川
支
所
管
内
　
　
前

廣

ＪＡ紀の里 税務（相続）
無料相談会のご案内！

税務（相続）についてご不明な事はございませんか…？
税理士・司法書士を招き、お一人おひとりのご相談に丁寧に
お応えします。税務（相続）に関する相談などお気軽にご相談
ください。

税務（相続）

令和元年 6 月23日（日）

令和元年 7 月28日（日）

場 所：ＪＡ紀の里 岩出支所　　時 間：１２：００～１５：００
＊ご予約優先とさせていただきます。
＊ご予約・お問い合せは各支所窓口・金融渉外担当者までお問い合せください。

休日渉外訪問活動のご案内
渉外担当者が休日に訪問させていただき、共済の請求漏れ
はないかの確認や、各種相談に対応させていただく活動を
行っています。

次回訪問は
6月23日（日）です！！

例えば…
貯金・学資金の準備・住宅の新築、リフォーム・
車の購入住宅ローン金利見直し・老後の年金・
相続・建物の保障生命共済（保険）の加入内容
について等

※わからないこと、困ったことは各支所渉外担当者・
各支所窓口までお気軽にお問い合せください。

19



昔むかし
むかし

※写真はイメージです

む
か
し
む
か
し
、大
和
の
カ
エ
ル

と
、河
内
の
カ
エ
ル
が
い
よ
っ
て
ん
と
。

大
和
の
カ
エ
ル
は
な
あ
。い
っ
ぺ
ん

河
内
の
国
を
見
た
い
も
の
や
と
、思

う
て
く
ら
し
と
っ
た
ん
や
と
。同
じ
よ

う
に
、河
内
の
カ
エ
ル
も
な
あ
。い
っ

ぺ
ん
大
和
の
国
を
見
た
い
も
の
や
と

思
う
て
、く
ら
し
と
っ
た
ん
や
と
。

あ
る
時
な
あ
。大
和
の
カ
エ
ル
は
、あ

る
人
か
ら
、「
河
内
を
見
た
け
り
ゃ
二

上
山
へ
登
っ
た
ら
、よ
う
見
え
る
ぜ
。」

と
教
え
て
も
ろ
て
な
あ
。そ
れ
な
ら
、

二
上
山
へ
登
っ
て
見
よ
う
と
、ど
ん
ど

ん
二
上
山
へ
向
け
て
登
っ
て
行
っ
こ
っ
た

ん
や
と
。ち
ょ
う
ど
、そ
の
こ
ろ
、河
内

の
カ
エ
ル
も
な
あ
。あ
る
人
に
、

「
大
和
の
国
を
見
た
け
り
ゃ
、二
上

山
へ
登
っ
た
ら
よ
う
見
え
る
ぜ
。」

と
教
え
て
も
ろ
う
て
な
あ
。ど
ん
ど
ん

二
上
山
へ
登
っ
て
来
よ
っ
た
ん
や
と
。

そ
し
て
な
あ
。二
ひ
き
の
カ
エ
ル

は
二
上
山
の
て
っ
ぺ
ん
で
、と
ん
と

出
会
う
て
な
あ
。そ
れ
ぞ
れ
思
い
き

り
せ
い
の
び
を
し
て
、大
和
の
カ
エ

ル
は
河
内
の
国
を
、河
内
の
カ
エ
ル

は
大
和
の
国
を
な
が
め
よ
っ
た
ん
や

と
。と
こ
ろ
が
な
あ
。大
和
の
カ
エ
ル

は
河
内
の
方
を
な
が
め
て
、

「
な
ん
や
、し
ょ
う
も
な
い
。河
内

は
、大
和
と
同
じ
や
な
い
か
。」

と
ど
な
り
よ
っ
た
ん
や
と
。

河
内
の
カ
エ
ル
も
な
あ
。大
和
の

国
を
な
が
め
て
、

「
な
ん
や
、し
ょ
う
も
な
い
。大
和

は
、河
内
と
同
じ
や
な
い
か
。」

と
ど
な
り
か
え
し
よ
っ
た
ん
や
と
。

そ
れ
か
ら
、二
ひ
き
の
カ
エ
ル
は

な
あ
、こ
ん
な
こ
と
な
ら
、な
に
も
わ

ざ
わ
ざ
見
に
来
る
ま
で
も
な
か
っ
た

と
、大
和
の
カ
エ
ル
は
大
和
へ
、河
内

の
カ
エ
ル
は
河
内
へ
、ひ
っ
か
え
し
て

行
っ
こ
っ
た
ん
や
と
。

そ
の
わ
け
は
な
あ
。カ
エ
ル
の
目

玉
は
、う
し
ろ
の
ほ
う
に
つ
い
て
い

る
の
で
二
上
山
の
て
っ
ぺ
ん
で
、く
る

り
と
、「
ま
わ
れ
右
」を
し
て
見
な
け

り
ゃ
な
ら
ん
の
に
、う
っ
か
り
そ
の
ま

ま
立
っ
て
な
が
め
た
の
で
、大
和
の
カ

エ
ル
に
は
、も
と
の
大
和
が
、河
内
の

カ
エ
ル
に
は
、も
と
の
河
内
が
見
え

た
の
や
。『

近
畿
地
方
の
お
は
な
し
』よ
り

近畿地方のお話

大和のカエルと河内のカエル

紀の川市上野12番地5　TEL 0736-77-7801
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